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冬の柴倉ブナ林 （東蒲・上川村） 渡部 通
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晩冬から早春にかけて，柴倉のブナ林を歩

くのが私は好きだ。 夏の聞はチシマザサなど

が行く手を遮るかのように茂り，林の中へは

容易に入れない。しかし，冬から春先にかけ

ては，乙れらの低木は雪の中に埋れてしまい，

ブナ林全体が明るくなって見通しが良くなる。

さらに雪が固くしまって歩きやすくなり，山

の斜面，尾根などブナ林全体が自由に観察出

来る場に変わってくれるからである。

自宅から柴倉部落までは車で約25分。観察

用具，昼食などをザックlζ入れ防寒を充分に

して出かける。 3月K入ると平地では春の陽

気が現われるものの，山地はまだ厳冬期で日

中でも氷点下といった状況も少なくない。終

点の柴倉からはワカン（かんじき）を履いて

の歩行となる。渓谷沿いの林道を進むと， ノ

ウサギ，テン，キツネ，カモシカなどの足跡

が雪上を交錯しながら林の中へ，あるいは斜

面から尾根上へと続き，必然的iζアニマjレト

ラッキンクーの世界へと誘い込まれてしまう。

足跡を追っていくうちに，斜面の窪地からノ

ウサギが飛び出したり，尾根上を悠々と歩く

カモシカの姿を見たりするなど興奮を覚える

事も多かった。渓流では忙がしそうにカワガ

ラスが上流そして下流へと飛び， ミソサザイ

は流れるような高らかな声で歌い続ける。

プナ林が近づくと，コガラ，ヒガラ，ゴジュ

ウカラ，キツツツ類などのさえずりやドラミ

ングが聞かれるようになり，中でもコガラの

ヒーフー，ヒーフ一”やゴジュウカラの

フィー，フィー，ピピピピピッ”の声は林全

体iζ響き渡り，まさに光の春の到来を待ち望

んでいるかのようで実に柔らかい。

フーナ林の中へ入ると，大気そのものが神々し

く感じられ一層神秘性が増してくる。大きな

ブナの根元で休憩すると，カラ類とコ。ジュウ

カラの混群が通過し，遅れて2羽のキパシリ

が隣りのプナの根元近くに飛来し，らせん状

iζ採餌しながら昇っていった。アオゲラの声

が谷iζ響き，呼応するかのように頭上でオオ

アカゲラが”タララ……ン”を繰り返す。乙

の他iζアカゲラ，コゲラも観察されており，

豊かな森林の指標鳥とされるキツツキ類が比

較的多い。

そして3月下旬ともなれば，ブナ林はますま

す賑やかとなり，鳥たちのコーラスが林全体

に響き渡る。春の陽光は，プナの根元や日あ

たりの良い斜面から雪を溶かし，カタクリや

イワウチワが咲き出すとプナも開葉を始め，

躍動の季節を迎える事になる。

夕焼けが白銀の山全体を赤銅色に染め，充実

感いっぱいで下山した時，上空を2羽のクマ

タカが帆期しながらブナ林上空に飛来し，全

体が黄金色花見えたあの感動は忘れるととが

出来ない。

渡部通東蒲原郡津川町常浪甲
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シベリ アオオハシシギの

観察記録
新潟市渡辺朝一

’90年4月14日，南蒲中之島町のハス田で，

いつものようにツルシギを観察していました。

前週341羽だったツルシギが， ζの日は521

羽をカウントし， 「急lζ個体数が増えたな」

と感じた日でした。カウン卜も終わりかけ，

（月田に群れて採食している ツノレシギをカウ

ン卜している最中，ツルシギと同大で噴の長

い，赤褐色のシギがツノレシギの群れの中で歩

き回り採食しているのが自にはいりました。

詳しく観察するととれが初めて見るシベリア

オオノ、シシギでした。黒い足，黒くて長い噴，

赤褐色の体色から識別は容易でした。

近くで同じ体型のタ シギも採食していまし

たが，ほとんど歩き回らずに噴を上下して採

食していました。 シベリアオオハシシギの採

食行動はどちらかといえばツノレシギに近く，

活発K歩き回りながら噴を上下して採食して

いました。ツノレシギは，活発に歩き回ったり

泳ぎ回ったりしながら噴を水中K入れ左右iζ

振って採食します。乙れに対し， シベリアオ

オハシシギは（ツJレシギほどではないが）か

なり活発に歩き回り，長い噴を上下し，泥の

中の餌を探しているようでした。足が見えな

くなるような深いと ζろにも立ち入って採食

図1 中之島ハス回のシベリアオオハシ・ノギ

していました。シベリアオオハシシギの採食

は，歩き回るととろはツJレシギ，噴を上下し

て採食すると乙ろはタシギに似ているといえ

るでしょう。

乙の日は所用があり， シベリアオオハシシ

ギの観察は10分ほどで切りあげなければなり

ませんでした。翌週22日にも観察し，写真も

撮影するととができました。私の知る限りで

は乙の日が終認と思われましたが，その後上

越教育大学の中村登流先生が4月26日K観察

しておられる乙とがわかりました。（乙れ以降

に見た方は御教示くださしつ

本種は太平洋岸では各地に記録があります

が，新潟県においては初記録，また日本海側

での記録もたいへん珍しいと思います。今回

は，時間の都合であまり詳しい観察ができず

に終わってしまいました。来年の渡来を期待

していると乙ろです。

春 ・新潟海岸で、見た

ミユピシギの群れ
千葉 晃

私は，本支部が主催する「県下一斉シギ・

チド リ生息調査Jのー調査員として， ζ乙約

10年の間新潟市五十嵐浜を担当してきました。

残念ながらあまり鳥の多い所ではなく，特lζ

春の調査（例年4月29日）では，シロチドリ

1羽とかキアシシギ2羽とか報告するのも少

し恥ずかしい様な結果しか得られませんでし

た。今年は当日が暴風雨だったため調査を断

念し， 翌日浜にでてみました。天候は晴れで

したが，風がやや強く例年のようにあまり期

待せずに歩き始めました。小針浜から10分程

歩いた所にシロチドリがl羽，そして渚をよ

くみると，小型のシギが数10羽まとまってさ

かんに餌を取っています。ミ ユピシギ49羽の

群れでした。乙の中にはきれいな夏羽（繁殖

羽）の個体3羽を数えるととができました。
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さらに西南へ20分ほど歩いたと乙ろでシロチ

ドリ 3羽と別の ミユピシギ1群31羽（夏羽4

羽を含む）を見る事ができました。合計80羽

のミユピシギを観察した乙とになります。新

潟海岸では，秋の渡来数が多く，年によって

は厳冬期でも30-50羽の群れをみる乙とがで

きます。しかし．初夏の乙の時期にまとまっ

た群れをみるのは乙れか初めてでした。過去

6年間の調査結果（本誌尚25p 10）を参照す

ると，本時の春の手均観察個体数は6.7. 秋

のそれは96.5とあります。今年の春の「幸運J
をもたらしてくれたのは何だったので・しょう？

私にはそれか「春の嵐jたったように思われ

ーならないのです。

再び会えるか

セイタカシギ＼ゲ

坂井 三夫

私は水辺のある環境か大好きだ－。 したかっ

て水辺IC~まってくる烏たちも好きだ。春と

秋の二回．渡りの途中lζ立ち寄ってくれるシ

ギ・チドリを観察するのを毎年の楽しみにし

ているーメギチの仲rmに泣いつもfぬま3れる。
~)Ji］か天去にむずかし . －.，ぞかるで。そこへ

ゆくとセイタカ シギはありがたい烏だ。私の

ように.~IC対してまだ知識，経験の少ないも

のでもすぐKわかるからだ。乙のありがたい

九，セイタカシギとめぐり会ったのは1990年

4月12日私のフィールド五十嵐川でだ。五十

嵐川は下田村， 三条市を流れて大河，信濃川

に合流する。信捜川のような広い河川敷もな

いので出現する烏はそんなに多くない。でも

春，秋の渡りの時季lζひょっとしたら今まで

見られなかった数少ない烏が立ち寄ってくれ

るかも知れない。そんな棄しみも一つあり．

期待を持って観察している私のフィールドの

Nn30日本野.（＼の会筋肉眼支Ill!報告（ゆ90)

岡 1 五十嵐川』E飛米したセイタカシギ

一つである。五十嵐川の市街地に近いと乙ろ

は，御多分κもれず開発が進み自然が少しず
つ失なわれている。毎年，立ち寄ってくれた

ノヒタキも新しい橋をつくる工事のため今年

はだL、ふ上流でみられた。四月の上旬，天候

の良い日をみはからってノピタキの写点を織

りに五十嵐川へ出かけた。いつもだったらハ

マシギ，イソシギ．タシギ，イカルチドリく

らいしか見られない場所lζ今日は足の長いス

マートなお客様がいるではないか。その烏は

閃鑑とにらめっとするまでもなく，すぐにわ

かる烏セイタカシギだった。まさか拶ではな

いたろうな。セイタカシギ，お前は私をから

かっているんじゃないだろうな。どうしてお

前が乙とにいるんだ，わざわざ千葉の干潟ま

で出かけて行った時iζはいなかったじゃない

か・.. w なと，浅瀬て長い足を折り曲げる

ような動作で餌をとっているセイタカシギを

見ながらいろいろな乙とを思った。それは早

朝の出来事だ．ったが，朝日をパックにしたセ

イタカシギの美しさに魅せられた私は，しば

し時間のたつのも忘れていた。

セイタカシギが訪れてくれた，乙の小さな

浅瀬近くは今は埋め立てられた。乙の秋そし

て来春はどうなるのだろう。乙の五十嵐川で

再びセイタカシギにめぐり会えるのだろうか。

乙のようにシギ．チドリの生活の場である水

辺の環境は悪化し．烏たちは追いつめられて

いる。烏たちがいつまでも安心して立ち寄っ

てくれる自然環境を残して欲しいものである。
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大河津分水にセイタ カシギ ｜

の群れ飛来 ｜ 

小林茂樹 ・渡辺 央

4月29nは，在のシギ・チドリ一斉調査の

「lである。このn，荒れ模織の天気の中で大
河控分水を調査していた事符の一人小林は，

中之島町側の水固に9羽のセイタカ シギと，

I l羽のチュウシャクシギの群れを発見した。

2日後の5月！日の早朝lζ現地に行くと．ま

t• C) ・Jヨネ人 てfri]し7'<mてn餌してt、t・Ii>, 
チュウシャクシギの数は13羽になっていた。

その後，このセイタカシギは翌日の5月2口

までここに滞在したようである。

9羽のセイタカゾギはほほ夏羽lζ変わって

いたが，そのうち6羽は完全iζ雄と思われる

羽色をしており，残りの3羽は背面がやや褐

色を得ぴた雌タイフの個体であった。同鑑に

よれば，若ぬも背が褐色を帯びる点で雌と似

ているが，次列風切羽の羽縁が内いという特

徴がある。9羽にはいずれもこの白線は4忍め

られなかった。

9；同はいつも一緒に行動しており.m怖が

、
~・

NclJOl I本野I)の会新d以H:llll1'!告（ゆ90)

終わったばかりで水が張られた水田で：は，あ

のサンゴ色の長い脚を使って＊＇ζ入り盛んに

採餌していたか，そのうち小さなヒルの様な

ものを採っているのを敬明観察した。股作業

の人が近くに来たときなどには，9羽が一汗

』ζ飛び立ち，一群となって上空を舞い，再び

水UI1ζ降りたり，また.！，足防を越えて信濃川

の中州iζ出るとともあった。水田ではいつも

道路脇の乙の水田だけを利用し．他の水固に

行く乙とはなかった。

ttて，セイタカシギは1975年以来，愛知県

·~ T捻県で繁舶が確J、され．これらの地域で
はすでに留.Qとなっている地域もあるが，本

県への飛来はまだ迷烏の域をでない。県内で

はこれまで6例の報告があるが，信濃川では

長岡市iζ次いで・今岡が2度目である。乙れま

での記録を見ると．4月下旬から 7月上旬ま

での間に飛来がみられ．特iζ5月iζ多L、。飛

来数はいずれも l羽で．複数が観察8れたの

は今回が初めてである。それにしても今同の

記録は． 9羽という飛来数から.J5・えて，やは
り渡り途中の悪天候がもたらしたものであろ

うが，本種の渡りのJレートや行動を知る上で

従軍なものといえる。

ー『d’
~・、 『

F・

＂＂＂＇’ー ヘー r*.
「’

図！ 大河1担分水IC飛来したセイタカシギの群れ
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大河津分水に

クロツラヘラサギ
小林茂樹

90年7月29日，与板橋から大河津分水可動

堰のほぼ中間にある信濃川左岸寄りの中州に

コサギ・カJレガモに混じって l羽のクロツラ

ヘラサギを見つけた。クロツラへラサギは，

杓子状の噴を背中K乗せて，誕の中に埋めて

休んでいる乙とが多い。それでも時折，噴を

2/3位まで水中K入れて歩き回る採餌行動

も見られた。乙の個体の翼の先端には. J思い

部分がある乙とから若鳥と思われる。体全体

が真っ白なので．噴が見えないとコサギと間

違えそうだが良く見るとコサギより一回り大

きく．骨格もガッシリとして脚もずっと太い。

との中州は． コサギ，カJレガモ，マガモ．コ

ガモ．ダイサギ，アオサギ．ゴイサギ，ケ ＇）. 

ユリカモメ，セキレイ類などが，羽を休めた

り採餌をしたりしている。しかし，乙の烏た

ちの安全地帯も一度水位が上がれば，消えて

しまう不安定なと乙ろでもある。ク ロツラへ

ラサギは， 30口にも見られたが翌日κは姿を
消し， 8月12日になって再び閉じ場所K現れ

た。その後もずっと滞在していたが， 28日午

前 5時半頃馬越島付近の浅瀬にいたクロツラ

は，突然，上流に向かつて飛び立った。その

飛期は，噴と首をまっすぐ前に伸ばしサギ類

よりは力強い羽ばたきに見えた。乙れで見納

めかと恩われたが， 9月9日κ再び現れた。

尚，クロツラへラサギの夏期（本県）の渡来

は.1981年7月10日l羽が鳥屋野潟で記録さ

れている。

文献

① 野烏の図鑑中村登流著保育社

② フィーJレドガイ ド日本の野鳥

高野伸二著 日本野鳥の会

⑤ 原色日本鳥類図鑑小林桂助著

保育社

ぬ30日本野鳥の会新潟県支郎事担告（1990)

第36回日本野鳥の会

全国大会に参加して
塚野 金松

乙の度第36回日本野鳥の会全国大会が日本

で一番水深が深く，そして水がきれいな湖田

沢湖の湖畔のサンライズホテルで6月16日出

～6月17日旧）の日程で開催されました。新潟

県支部からは渡辺範雄氏．山谷正喜氏，熊木

高志氏，高橋信二氏と私の五名が参加しまし

fこ。

6月16口は天候に恵まれず期待していた駒

ヶ岳傑烏は駒ヶ岳8合目駐車場付近の植物観

察だけでした。田沢湖町の花コマクサはお話

をお伺いするだけで，実物の観察は出来ませ

んでした。ハクサンチドリが車道脇』ζ沢山み

られました。文，ベニバナイチゴも非常に多

く自につきました。十和田八幡平国立公園南

端の名山で，珍しい火山地形と，勝れた展望

や国の天然記念物に指定されているイヌワシ

や高山植物等は悪天候のため観察不可能で・，

残念でしたが致し方有りません。

駒ヶ岳探烏の代替に，田沢湖町郷土史料館

の見学では，昔田沢湖で使用された漁具や今

は幻の魚となったクニマスの標本等を見学。

そして，日本で一番深く（水深423.4m）水が

ルリ色できれいたといわれているか，今はほ

とんど魚の生息が見られない田沢湖を一周

（周閉約20km）して，辰子姫像を見学．その

伝説を聞くなどしてi2:00頃大会会場で受付

を済ませ，定刻まで休息。その聞に私は集め

た約70名分の「カスミ網密猟を線絶するため

の署名簿」を保護部長の中村竜男氏にお届け

したり．展示物の見学をしたりして開会を待

っていました。

定刻．総務部森下強氏の司会で開会し，黒

田長久会長の挨拶．日本野鳥の会秋田県支部

長佐藤公生氏の歓迎の挨拶と続き，来賓の秋

田県知事，田沢湖町長 白神山地の保護に実
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績を上げた秋田県自然保護同体連合の鎌田孝

一氏から歓迎の挨拶の後，環噴庁野生生物課

長他多数の万々からの祝電の紹介がありました。

つづ．いて秋田県支部から「駒ヶ岳のイヌワ

シを守れJの緊急アヒ。ールが行われ採択され

ました。

イヌワシの営巣地に隣接した貴重な森体を

伐採して，スキー場やコVレフ場を建設すれば，

戒心の強いイヌワ シは能登のトキ．佐渡の

トキの織に．繁献を肱棄させる恐れがあると

思う。人顕だけの地球ではない．食物連鎖の

頂点lζ立つワシ，タカ頗．入然d己念物のイヌワ

シの生息地 ・営業地付近の自然環境の保全を

計るべきではないかと思いますが，どうなん

でしょうか？

野鳥保護制度のお~いお話しから．スライ

ドヒ映「秋田の烏と自然jではそのすばらし

さK回を見彊り搬影に当たられた秋田県支部

の会目の御努力と熱意iζ最敬礼。

お楽しみコーナー「野.¥.1，；ビンコ’ゲームJで
は． トップ1'tlCは黒田会長から会長のサイン

入りの「フィールドガイド日本の野鳥jの鉱

大版がプレゼン卜されました。

大会合R－採択の後閉会 正而玄関前iとて記
念蛾影後．夕食。想規会では黒田会長の就任

を祝って秋田県支部が準備した地もとの銘酒

の栂の鋭聞き。懇組会後大会恒例のオークシ

ョンでは， 1守森県支部の針生倖台氏の絶妙の

司会で笑いの渦．売kは35万200円とか．又

同氏は第40回大会を占森lζ泊きたいのでオー

クションの司会をお手伝いするのだといって

し、fこ。

体調が不十分のため以後の分科会は失礼し

て就寝して， 17日の早朝探烏会iζ備えた。早

朝探烏会では杉の植林地が多いためか出現し

た烏は意外に少なかったと思う。杉はウラス

ギ系統の杉が多かった様であった。

エクスカー ションは八幡平 ・大沼でも雨に

妨げられて八幡平は中止。後生掛温泉でホシ

ガラスがみられるらしいとの期待があったが

N<l30n本野.llの会事時潟県支総領告 (I使初｝

出現せず，泥火山や硫気孔植物だそうですが

イソツツジを観察するととができました。

18日．再度八幡平の探烏iζ備えて宿周辺の

散策に止どめて休養。 18日の早朝探烏ではハ

リオアマツバメ ・ヒガラ等を観察。八幡平傑

烏ではアスヒーテ（楯状火山）を観察し，烏

では八幡平へのパス（2台4・5号事） 5号

車の中でコマドリの噌りを聞いた方もあった

とか？手":bはピンズイ ・カヤクグリ ・ウソ ・メ

ポソムシクイ等で，ホシガラスは見た人と見

られなかった人があった憾でした。私は後有

でした。

八幡平山頂の駐車場から盛岡に向かうパス

の窓から，移しい数のアオモリトドマツの立

枯木が見られたが，火山からの噴気1ζ含まれ

る酸性の強いガスの宮lζより枯死したものと

か。

私は従来臼分の居住地近辺の烏iζ噴点をお

いてきたが． ζ うゅう会の行事に参加して県

外の烏の観察も大切であると痛感しました。

今年は金沢での全岡野烏の保護のつどいにも

参加出来たし，野鳥の会全国大会にも参加出

来て楽しく勉強出来たので．健康を現状で維

持出来て．タンチョウが確実Iζ観察されるよ

うであれは，来年はタンチョウサクチュアリ

ーの北海道鶴居村で行われる予定たそうたか

ら文出掛けるかも？。

緊急アピール

駒ヶ岳のイヌワシを守れ

J R東日本「田沢湖リ ゾート

開発基本計画JK反対する
J R東日本旅客鉄道株式会社は，田沢
湖地域において展開する「田沢湖リゾー

ト開発基本計画Jを策定し，去る 5月25

日付けをもって秋田県及び田沢湖町に提

出した。
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No.30口本野鳥の全紙＂＂交筋線~ （ゆ90)

「猛禽シー
チョウゲンボウ

風間辰夫

チョウゲンポウは，数年前まで長野，山梨

栃木，宮城等の盛，絶壁に繁殖し．特に長野

県のト三崖の繁殖地は国の天然記念物iζ指定

され有名であった。それが自然開発等繁殖地

付近iζ人聞か入り ζんたため． 現在は殆んど

繁殖していなし、。

夏は主として亜高山帯を中心に生息し，秋

から冬にかけて平地iζ漂行していたわけであ

る。

新潟iiiを中心にH：んでおられる本会の会員

占氏はすで－に御存知のように．現在日本でE

も多くの本種が繁殖しているのは， 新潟県で

ある。

ツバメ．ムクドリ， ドバトと同しように都

市の烏となりつつあるわけである。

・生息状況

新潟市を中心に新幹線の橋脚及び学校等K

10～15寄繁殖している。新潟県で初めて繁殖

が確認されたのは． 5～6年前で黒埼町の小

学校校舎であった。その後新幹線の燕三条駅

の橋脚に繁殖したが，平成2年度は5月下旬

から8月中旬までの聞に，愛烏センターへ8

羽が持ち込まれ，そのうち 7羽は巣立ち前後

の幼月である 保護された明所は．新潟市4

羽，豊栄市3羽，小出l羽となって、、る。

私がある雑誌の拙文を書く ため．新潟市内

から燕三条駅までの新幹線橋脚を調査したと

乙ろ， 13か所lζ巣を作った跡が見られ．観察

した幼.Ovは新潟市内で8羽，黒埼町で3羽，

燕三条駅付近で4羽であった。

．食性

乙れまた畳近新潟市を中心にふえたアプラ

コウモリ，ホオジロ．ムクド リ等を捕食して

餌としており，格好の生息地となったもので

あろう。 他にツバメ．スズメ．ハタネズミ，

そして昆虫類もかなり多く食べている。

－保護された状況

新潟駅で建物iζ衝突して保護されたほかの

7羽はすべて，巣から落下もしくは，巣立し

たものの親鳥にはぐれ，餌がとれず”栄養失

調”になったものである。

人間に発見されずKそのまま落烏した個体

もかなりあると判断される。

・標識放鳥

8羽のうち． 5羽は元気になり自然へ復帰

しでも大丈夫生きていけると判断されたので

1990年8月3口，紫主：与の愛鳥センターから

毘境庁のリングを付けて放鳥した。

・都市の鳥として今後どうか

山の烏から都市の烏として長く生息する乙

とができるか，どうか私なりに考えてみると

次のようになる。
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・人聞に歓迎されるかと・うか一一営巣場所，

餌ともに．歓迎される条件が揃っている。

すなわち．営巣場所は人家でなく，新幹線

の僑脚や，小 ・中 ・高校の怨物であり，餌

は人聞に嫌われている．アプラコウモリ．

スズメ．ムクドリを多く食べており．人間

が生活して行く上κ少なからず害性を及ぼ
す荷額を退治してくれている。

飛んでいる盗もすばらしいし， 特iζ顔がダ

ルマに似ていて猛きん頬Iζ似合わす非常1ζ

可愛らしいといわれている。

・他の猛きん類との関係一一本種が生息して

いる付近iと普通に見られるトピ，ノスリ，

フクロウ， トラフズク，オオコノハズク等

とは餌とする種がちがっておりお互いに影

響はないと思われる。

・今後長く住みつくか一一餌となるべき種類

がいなくならない限り長く住みつくと考え

られる。

”皆さんとともにチョウゲンポウをあたた

かく昆守ってやりたいと思う。”

。ダJレマ顔新幹線を友として



Ncl30日本野Aの会新海保支観報告（ゆ90)

新潟県の主な河川におけるセキレイ類3種の分布調査（I ) 

はじめに

ハクセキレイはかつて北海道と東北北部だ

けで繁殖し，本県などには冬烏として渡来し

ていたが，その繁殖地が次第lζ日本列島を南

下し，今では本州中部地方にまで広がってい

る（中村， 1985）。乙のようなハクセキレイ

の繁荊地の拡大は．私たちに二つの興味ある

問題を提供している。一つは，私たちにはな

かなか見る機会が少ない乙のような分布の拡

大が，はたしてどのような形で行われて行く

のかというとと．もう一つは，ハクセキレイ

の新たな侵入に伴って，従来から河川流域な

どに生息しているセクロセキレイやキセキレ

イとの関係がどうなるのかという点である。

特iと近縁種であるセグロセキレイとの関係が

注目されている。

ハクセキレイの繁殖地の拡大は，東北北部

から次第lζ海岸沿いに南下してきた乙とが指

摘されている（中村， 1985）が， 本県におい

ても最初K繁殖が確認されたのは県北部の山

北町で，その後， 佐渡，粟島，加治川村，新

潟市というように北から)I頂にその足取りを追

うζとができる。そして，海岸部i乙定着した

ハクセキレイ は． やがて大きな河川などに沿

って徐々K内陸部へと繁殖地を広げるらしい

（中村， 1986；烏梅＇ 1987）。乙れまで明ら

かに8れたζのようなハクセキレイの繁殖地

拡大の仕方を見るとき，長い海岸線を有し，

しかも北から三面川， 荒川，胎内川，阿賀野

川． 信漉川，鯖石川，関Jll，姫川など，いず

れも日本海に河口を持つ・河川が多く分布する

本県は，上述のような問題を考える上で大変

恵まれた地域であるといえる。そ乙で私は．

1987年から県内の主な河川でハクセキレイ．

セグロセキレイ，キセキレイの分布を調べて

面 ) Iトー
渡辺 央

表I.三面川におけるセキレイ領3種の出現状況と繁殖確認教

出現回数 出現伺体数 繁殖Di~数

ハクセキレイ 10 15 2 

セグロセキレイ 8 11 4 

キセキレイ 5 8 。
~ 3十 23 34 6 

いるが，詳しく調査するにはとても一人では

無理である。幸い本支部でも一昨年から多く

の会員の協力を得ながら，県内のセキレイ額

の分布調査を行っている。今回はそれらの資

料とする意味もあり＇ 1990年の繁殖期に調査

した県北の三面川の結果を報告したし、。

三面川のセキレイ類の分布

三面JIIは，朝日連峰iζ源を発し，村上市と

朝日村の中央部を流れて日本海iζ注ぐ全長50

Mの1級河川である。サケの遡上する川とし

て，また，アユの豊かな川としても知られて

いる。河川形態は， 細かい区分は別にして，

調査した河口から朝日村千縄集落までの約15

M聞は，景観的にはほとんど中流域である。

調査は1990年5月2日κ．東を使ってゆっ
くりと河口から上流に向かつて進み，途中で

観察されたセキレイ類3種の出現地点， 個体

数，毘境などを記録したが．特iζ営巣場所と

してよく利用される沿岸の下水処理場． 生コ

ン工場．砂利採取場所などでは，20分間の定

点調査も合わせて行った。

調査の結果， 三面川にはハクセキレイ．セ

グロセキレイ，キセキレイの3種とも分布し

ており．その出現地点，出現個体数．繁殖の

確認などは表と図に示した。

各種の出現回数と個体数は，ハクセキレイ

10回（15羽），セグロセキレイ 8回（11羽），

キセキレイ 5回（8羽）である。そのうち繁

殖場所が確認できたのは．ハクセキレイ 2か
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所，セグロセキレイ 4か所で，キセキレイで

は確認できなかった。それらの営巣場所を見

ると，ハクセキレイは河口の海岸にある船間

き小屋とコンクリー卜ブロック工場に，また．

セクロセキレイはアスフアルト工喝．コンク

リー卜工場，資材小屋．合庫iとそれぞれ営巣

していた。

次lこ3極の出現地点を見ると，わずかに下

流域の長観をみせる河口近くではハクセキレ

イたけが観察されたか，その出現回数は多く

なかった。市街地が迫る下渡大橋から上流は

すでに中流肢の足・観になるが．水明橋付近ま

ではまだハクセキレイの山現同般か多、．こ

の付近から姿を見せるようになったセグロセ

キレイのそれを上向る。しかし水明橋から上

流では．高根川沿いの砂利採取工場と水田で，

それぞれぺアーと思われる 2羽づつで出現し

たものの．三面川本流では観察されなくなっ

た。そして．セグロセキレイのみが出現する

ようになったが，河口から約9kmさかのぼっ

たお沢橋付近では，セグロセキレイの他iζキ

セキレイが出現するようになり，さらに ヒ流

の布部橋付近まで行くと，セク’ロセキレイよ

りもキセキレイが多くなった。 そして，セグ

ロセキレイはそれより上流では観察されなく

II 

•• 

No30口本野qの会S町内保k:l!llfll’...(1990) 

なり，キセキレイのみが出現した。つまり 3

種の分布は．河口からヒ流iζ向かうにつれて，

（ハクセキレイ）→（ハクセキレイ＋セグロ

セキレイ）→（セグロセキレイ＋キセキレイ）

→ （キセキレイ）という変化が見られる。三

面川における乙のような分布形態は，信濃川

の場合とほとんど問機で， 乙乙でも3極がそ

れぞれの生活環境を選択して分術している結

果といえる。

当初， でミ面川は本県の段北部の/JIζ位置す

る乙とから，ハクセキレイの侵入か弔い時期

に起ζったと想像されたため． ハクセキレイ

の勢力かむ と全岐に及んでいるのではない

かと予怨したが，今回の調査ではそのような

傾向は認められなかった。

文献

中村一必（1985）口本列品におけるセキレイ凶近

縁2種の地理的分.（11の変湿 （予報）．
神泉川県1¥9研報. 16, 23-36. 

(1986) 2極のセキレイの分布境界岐に

おける15年間の変化。 仲宗川口然誌資

料. 7. 1 -14. 

鳥海恨犬（1987）山形県内陸部におけるハクセキ

レイの繁嫡記録。点北の白熊.36. 

7 9. 

。 ，、？七キレイ

・ セグUセキレ f

. －＼＇－七キレ f

図 1 三面川におけるセキレイ額の出現地点
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Nn30日本野鳥の会新軍事保支1111’R~雪（ゆ90)

菅名岳鳥類調査中間報告

1 はじめに

当支部では，自然環境保全活動の一環とし

て，昨年度から巻機山鳥類調査を実施してい

るが．本年度は，手軽なハイキングコースで

あり． しかも県内有数のプナ林を有する菅名

岳もその対象κ加え，春iζ第 l同の調夜を実
施し十ので．その厩要キ報4与する。なお．本

調査は「菅名岳の自然を守る会」と合同で実

施した。

2 調査の概要

(1)調査期日： 1990年6月8円4:50-13:00

(2）調査方法：観察は主κ双眼鏡を用い，ロ
ードセンサス法（片側50mJt100 m幅）で

姿および鳴き声を確認した。

(3）調査員：小野島学，渡辺範雄，山本明，

林公史（菅名の自然を守る会），堀111大輔

(4）調査ルート：往路は，林泊・のゲートから

始め，林道の終点から登山道本経て山市ま

で。船路は，往路の登山道を山頂より・・ツ

バキ手”までおり，そこから急崎容沢！こ下

り渓流沿いに登山道の出会いまて下った。

以下ゲートまでは往路と同じ。

3 調査結果

出現.Q類を主として述べる

(1) ゲート（始点）から登山道を尾恨沿いに

登る分岐点までは，沢筋の林道で杉の植林

が続き，ヒヨドリ，ホオジロか多く，ヤプ

サメも比較的多くみられた。その他ウグイ

ス，カワガラス，シグュウカラ，カケス等

が出現し，帰路．乙の他にサシパ， トピ．

コゲラ，サンショウクイも観察されたの

(2) 登山道尾根筋への分岐点から頂上までは，

広葉低木樹林が続き，後半からはプナ林を

中心とした林木iζ変わり．ヒヨドリ， シジ

ュウカラ．ヒガラが多くみられ，次いでウ
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小野島学 ・山本 明・渡辺範雄

ー
グイス，キビタキを中J心i乙アオバト，オオ

アカケラ，コルリ，クロツグミ，ヤプサメ，

オオJレリ，コメボソムシクイ．エナガ，ヤ

マガラ，メジロ．ホオジロ，イカJレ．カケ

ス等が出現した。オオアカゲラ，キビタキ．

ヒガラ等は．ブナ林を好むQ類で，菅名岳

にはまた多くのブナ林があるためであろう。

また，ホトトギス科の4種類全てがみられ

る乙とも自然の豊かさを物語っている。

(31 帰路の”ツバキ苧”から西側iζ降りた沢

筋は，渓流沿いにプナ，カツラ， トチ．イ

タヤカエデ，サワクVレミ等が原生林』ζ近い

林相手望し， ミソサザイ，コジュウカラが

多く，アカショウピンの声も峰、かれた。他

iζクロツグミ，コゲラ，オオルリ，ヤマカ’

ラ等かみられ烏相の多さか感じられた。

以上．第 l阿の調査では， 17科31柿・の烏

績が観察された。本稿ではtiI現烏額を中心

に述べるに留ま ，たか，他にも猛禽頼等生

息が推定される烏頴も考えられるので．今

後の調査に期待し．いずれ報告の機会をf与
すこL、

巨木もある貴重なカツラの自然林（菅名岳）



Nn30ロ本野鳥の会斬副県支811報告（ゆ90)

印象に残る上川村柴倉の探鳥会

～ 90年度総会 ・探鳥会の報告～

’85年以来2度目の東浦上川村での開催と

なり．総会は5月19日セミが平の 「あすなろ

荘Jで行われた。総会lζ先立って役員会が聞
かれ．主として4月末保護部から提起されて

いる新潟市太夫浜のゴルフ喝開発の反対運動

について．支部としての取り紺み方を協議し

総会にはかるととになった。

総会には 89年度の事業報告と決算報告を

原案通り承認した後．・90年度の事業計画と
予算を審議した。配られた原案について質疑

応答のあった後，一部修正して議決，予算案

は原案通り議決した。

次いで新潟太夫浜のコツレフ場問題について

は，先程の役員会の協議を踏まえ， ζれまで

の経過説明と今後の取組みについて討議した。

運動を進める方向で活発な意見が出されたが，

(1) 当面事業主体の佐藤工業および県には，

早急にコツレフ場開発の見直しを要望する文

置を声明文と共iζ手渡す。乙れには支部長

をはじめとする三役が当る。

r2. 今I~の1(t＇〆て｛士本”） ，芝狸むi号ながら．

動を進めてふく。

(3) オオタカの生態についても地元の観察者

の協力も得て調査を進める。

-J lー

山本 明

という乙とになっfこ。

段後に役目改選の件では，現役員全員の留

任が承認された。 （別掲）

夕食後の研修会では，地元の渡部通さんの

フィールドで，その一部が明日の探烏地とな

る柴倉国有林のブナ林の四季と．そ乙iζ棲む

烏の生態をスライドで写された。上川村長tt
を受けたというすばらしいスライ ドであった。

翌朝の探鳥会は4時半宿を出発して柴倉国

有林のプナ林へ。 林道のゲートを借用のカギ

であけ奥へ奥へと走ったが，探烏地の道路の

両側はかなりの広さで伐採されていた。かつ

てはう っ蒼と茂るブナ林だったと思われるが，

今は 1. 2ケ所lζ少しばかり固めてブナの木

が残されていた。沢筋や上部の方はまだ残さ

れているので，品は結構多かった。アカ ショ

ウピンやキビタキの声もきとえてきた。

伐採された所の峯の方へ登って，谷の向う

に迎なる日係の長観はすばらしい眺めであっ

た。御神楽岳は遥か彼方に雲がかかっていた

が．御前が遊間などの名勝地も見えた。下jζ

おりて，近くの本に止っているオオアカケラ

（多分幼鳥）の姿をみんなでじっくりプロミ

ナーで見るζとができた。オオアカゲラはプ

柴倉l詞行林での
傑句会

〈コジュウカラIC

見入るクループ）



ナ林iζ怯む烏だ。帰り路でキビタキの美しい

姿や，ゴジュウカ ラの枯木での動き，またコ

サメピタキが乙れから常製する喝所を決めて，

県造りを初める行動も観察する乙とができた。

過去3年支部総会の傑丸会は雨にたたられ

たが，今年は4年振りに天候にめぐまれ，印

象深い探烏会であった。

〔両日にわたる出現種〕オシドリ（生息）

卜ピ・サシバ ・キジバト ・カッコウ ・ツツド

リ・ヤマセミ ・アカショウピン ・アオゲPラ・

オオアカゲラ ・ツパメ ・キセキレイ ・セグロ

布キレイ ・＋十ン 可ウクイ ・ヒヨド j ・、ノ

ササイ ・トラツグミ ・クロツグミ ・ヤプサメ

・ウグイス ・メポソムシクイ ・センダイムシ

クイ ・ヒヨドリ ・キビタキ ・オオJレリ ・コサ

メピタキ ・コガラ ・ヒガラ ・ヤマガラ ・シジ

ュウカラ ・メジロ ・ホオジロ ・カワラヒワ ・

イカJレ・スズメ ・ムクドリ ・カケス ・ハシポ

ソガラス ・ハシブトガラス（39種）

なお今回の上川村闘催は，津川町の渡部氏

（前本文部事務局長）のおi廿訴の賜である。

〔支部役員〕支部長一太h:JM，副支部長一千
長兄・山本明，事務局長一石部久，事務局次

i主一小野島学，幹事一岡田成弘 ・木下弘 ・小

池市人 ・ j、休成光 ・ 白井政え ・ 奏原哲哉 • r司

婿秀忠 ・本間由杷子・吉井道 ・渡辺範雄・渡

辺央 ・渡辺弘雄，監事一小松吉蔵・山谷正耳

〔業務分担〕会計一本間. ~旨埠部一青井 ・ 渡

辺（弘） ・1Jit・I胡問 ・尚僑．保護部一山本

・渡.ill（範），調査研究部一小野島 ・木下 ・

小池・渡辺（央）．支部報・nたより鰐集部
一渡辺（央） ・山本 ・千葉 ・桑原（旧姓滝上）

Ncl30日本野I'.\の会官庁i;Q~lえ部銀行｛ゆ90)

カスミ網による密猟根絶の

ために一般販売禁止法例化

の請願署名を／I

すで・IC行った方も大分おられると思います

が．まだのJjは「野鳥」誌本年5月号添付の

署名用紙を使って，11月末までに本部の方｛ζ

送って下さし、。私たち l人l人のささやかな

取り組みが大きな力となってゆきますので，

是非お願．、致します。

（保護部）

原 稿 募集

次号は「私の好きな.~ ・ 思い出のねj とい

うテーマで，ど投稿による特集を組みたいと

思し、ます。そうした烏に対する思いを綴って

是非お寄せ下さい。 400字原稿用紙2枚前後

（多少長くても，写真添付も可）。 12月末頃

まで編集担当の下記へお送り下さも、。

上越市東城町3-5-51 山本明

1990年 11月20日ぬ 30

大 a 基

渡辺 失・吉井 進・本間自紀子

日本野鳥の会新潟県支部

〒950-21 新潟県新潟市五十嵐西 15番地38号
屯話025-261ー1416 石部 久顕伴新潟 1-6002
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